
ビジネス2018年7月28日（土）第              号1848

から
㈱ジェムコ日本経営高橋 功吉

第167回

コンサルコンサルタントコンサルタント 　「コンサルタントの現場から」のコラムは、

コンサルタントがコンサルティング等の現場

で見聞きしたことの中から、参考になるので

はないかという四方山話を綴ったものです。

質問力

＜執筆者プロフィール＞   

　大手家電メーカーにて、海外経営責任者などの要職を歴任後、ジェムコ日本

経営に入社。2007 年執行役員、2011 年取締役、2015 年 6 月より現職。上場

企業経営トップおよびボードメンバーへの顧問型経営支援をはじめ、グローバ

ル戦略の構築から、製造現場の現場力向上、品質革新など、経営全般にわたり幅広く活躍している。

実践に裏打ちされた「わかりやすい」コンサルティングが身上。「ものづくり経営入門」（日経

BP）他、雑誌や媒体への執筆、講演も多い。

　主な資格は、ICMCI（国際公認経営コンサルティング協会）認定コンサルタント、公益社団法

人全日本能率連盟認定マスターマネジメントコンサルタント、経済産業大臣登録中小企業診断士

㈱ジェムコ日本経営   /   常務理事 グローバル事業担当

高橋 功吉 （たかはし こうきち）

【第10面に続く】

質問するほど理解度は深まる

  勉強会などで講義をしている時でも、また、プロジェクト活動の

時でもそうなのだが、質問をしてくる人は間違いなく理解度が高い。

何としても理解しようということから、少しでもわからないことは

質問して、自分のものにしようとする。それに対して、質問しない

人は説明を聞き流していることが多く、説明したのに…という結果

になることも多い。

  このことは、日常の業務の中でも発生している。やり方一つを伝

えるのも説明したことが理解されているかはわからない。そのため

に確実に理解できたかを確認するため、ポイントを言わせ、また、

正しいやり方ができるかをやらせて確認する。定型作業を説明する

場合は、このように確認すればよいが、いつも理解度を確認するこ

とができるとは限らない。

質問力が鍵

  そうなると、いかにわかりやすく説明するかと共に、いかに質問

させるかも重要ということになる。言い換えると、質問力の高い人、

質問をするのが当たり前にできる企業は圧倒的に皆の理解度が高く、

間違いなく効率的で管理も行き届いた仕事ができる。

  どの企業も技術や技能の伝承、また、ノウハウの伝承に向けて一

生懸命マニュアル化を図っている。いかに理解しやすくするかに知

恵を絞っている。しかし、もう一つ重要なのは、いかに質問力を高

めるかということだ。説明が下手でも、質問できれば、確実に理解

することができるからだ。

質問力を高める風土を作る

　すなわち、重要なことは、いかに皆が質問できる風土を作るかだ。

実はこれを意識できている企業は極めて少ない。先ずはこれを意識

することが第一歩だ。その上で、一つのことを説明する際も、説明

の前に「少しでもわからないことがあったら、どんな些細なことで

も質問して下さい」と繰り返し言い続けることだ。また質問が出たら、

それはいい質問をしてくれたと言って、丁寧に答えることだ。質問

する立場からすると、そんなこともわからないのかと言われるのは

恥ずかしいと感じることが多く、それを払しょくすることが大切だ。

質問が多く出ることで、どう説明するとわかりやすいかというコツ

もわかってくる。

  「こんなこともわからないのか」という一言が、その企業の質問力

を弱め、ノウハウの共有化ができない企業風土を作ることになる。

どんなに時間に追われていても、質問をしっかりとさせ、それに正

面から懇切丁寧に対応することだ。それが、質問できる企業風土を

作るベースになる。

https://miyakothailand.com/
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【第 9 面から続く】

  先週 7 月 18 日のドルバーツは 33.30 台前半で取引を開始。パウエ

ル FRB 議長が議会証言で米経済先行きに強気の見方を示したことか

らドル高の展開となり、ドルバーツは 33.30 台後半まで上昇したが、

同レベルは前週にタイ中銀が介入したと公表した水準であったこと

や、利食いのドル売りに押される形でドルバーツは 33.30 台前半ま

で値を戻した。

  しかし 19 日には対アジア通貨に対するドル買いの流れが継続する

と、朝方から 33.40 を抜けて上昇。海外時間に掛け一時 33.40 台後

半まで上昇した。

  翌 20 日にはバーツと相関性の高い人民元が大幅安となる展開に、

ドルバーツもバーツ安が進行し、33.50 近辺まで上昇。しかしその後

は中銀の介入が意識されたことや、6 月貿易収支において黒字幅が市

場予想比大きかったこともありドルバーツは下落に転じる。その後、

「トランプ大統領が年内あと 2 回の利上げを懸念している」との報道

もドル売り材料となり、33.30 台前半まで下落した。

  週明け 23 日は債券市場からの資金流出が続き、ドルバーツは

33.40 台半ばまで上昇。米中貿易戦争関連で新しい材料が出なかった

こともあり、グローバルにドル買戻しとなりドルバーツは底堅い展

開となった。

  24 日も人民元の基準値が元安方向に設定されたことを受けて一時

33.40 台後半までバーツ安が進行するも、上値は限定的。米欧首脳会

談を控えた様子見ムードもあり、じりじりと 33.30 割れまで値を下

げた。

ドルバーツは底堅い動きが継続か。

  米中貿易摩擦問題は泥沼化しており、中国は報復のための追加関

税が出来ない代わりに人民元安誘導で応戦している模様。アジア通

貨の中でも人民元との相関が強いタイバーツは、一時年初来安値と

なる33.50近辺までバーツ安が進行している。タイ中銀は急速なバー

ツ安進行に警戒感を示しており、口先介入を含んだ為替介入を実施

しているが、明確な防衛ラインのようなものはなく、あくまでスピー

ド調整の域を出ない模様。特に年明け以降バーツ高進行に苦しめら

れてきたタイの輸出企業にとっても、一定程度のバーツ安進行は歓

迎であろうし、タイ中銀が必死にバーツ安を止めにくる水準ではな

いと考えている。債券市場を中心に国外への資金流出は継続してお

り、アジア通貨安とともにバーツ安のトレンドもまだしばらく継続

しそうである。

  来週は 31 日～ 1 日の日程で FOMC が開催されるが、今回は政策金

利据え置きの予定で相場の反応は限定的となるだろう。タイ市場は 4

連休に入り、流動性低下が予想される中、主に米中貿易摩擦問題に

関するヘッドラインを受けた、急激なバーツ安進行には十分注意し

ておきたいところだ。（7月 25 日 20：00）

井上　由貴

ドルバーツは年初来高値である33.50近辺まで上昇するも反落

本当にカオチャイか？

　タイは、説明すると皆がカオチャイと答える。しかし、本当は理

解されていないことが多い。カオチャイと言ったではないかと後で

憤慨した経験のある方も多いのではないだろうか。わからないと言

うのは、目上の人に対して失礼なので、わからなくてもわかりまし

たと答えるのは通常のことだ。そうだとすれば、いかに質問させる

かということが重要になってくる。質問する風土をどう作るかが、

皆のノウハウを共有化し企業の力を発揮する上で大切だ。とりわけ

タイではこのことを意識して質問する風土を作ることが大切ではな

いだろうか。質問力が企業の力を高めるポイントということだ。

http://www.fact-link.com/home/pjr-th
http://www.mcssteel.com/WebSite/



